
（ジーアール・エル）

「道路土工―擁壁工指針」に準拠したガードレール基礎一体型プレキャストＬ型擁壁で、種別Ｂ・Ｃ
種の衝突荷重に対する擁壁の安定性、強度及び車両用防護柵が持つ車両の誘導性能や路外逸
脱防止性能を実車衝突試験で確認しております。
設計計算については、等分布10ｋＮ/㎡の自動車荷重に加えて、種別Ｂ・Ｃ種ガードレールに作用
する推力30ｋＮを考慮しています。
補強土壁工法等の上部にガードレール基礎として使用することも、直接基礎上に施工すること
も可能です。
縦断勾配（最大15％）や曲線区間での施工も可能です。
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（ジーアール・エル）

呼び名 寸   法

B

(mm)

t1
参考製品重量

(kg)t3 gt2

1000

1250

1500

1750

2000

2250

2500

2750

3000

Ｈ h δ

1301200  70130 100 330  4

1351250  70 100 500 14

1451350  75 100 500 24

1551400  75 100 670 34

1701550  80 100 670 44

1801650  80 100 750 54

2001800 100 150 830 64

2151950 100 150 920 74

2352100 100 200 1000 84

135

145

155

170

180

200

215

235

1300

1475

1700

1930

2260

2555

3090

3520

4060

所要地耐力
(kN/㎡)

 80.0

 90.0

140.0

130.0

190.0

180.0

170.0

170.0

3500

4000

2602350 250 104

3402650 100 250 124

260

340

5030

6970

190.0

200.0

100 1150

1150

L1

1880

1875

1864

1860

1844

1835

1820

1805

1790

1790

1768

j

60.0

62.5

68.0

70.0

78.0

82.5

90.0

97.5

105.0

105.0

116.0

3250 2452200 250245 4580 180.0100 1080 1790 105.0

3750 2802500 250 114280 5700 190.0100 1150 1768 116.0

94

120.0

※Ｈ＝500・800：他擁壁の上部設置用として、道路シリーズのP151にも記載しております。

　参考重量　959

　参考重量　1220

65 651870

63 631874

j jL1
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諸雑費は､敷モルタル･目地モルタル･排水材の費用です。       
雑工種率および諸雑費は､労務費とﾊ ｯ゙ｸﾎｳ･ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝの合計に乗じた金額を計上して下さい。       
雑工種率は､直接基礎の場合のみ採用して下さい。       

名称
Ｈ

数量
（個）

土木一般世話役
（人）

ブロック工
（人）

普通作業員
（人）

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ
（日）

諸雑費
（％）

雑工種率(％)

基礎砕石 均しコンクリート

500

800

1000

1250

1500

1750

2000

2250

2500

2750

3000

3500

4000

5.0

0.22

0.26

0.33

0.42

0.22

0.26

0.33

0.42

0.67

0.79

1.00

1.25

16.00

18.00

20.00

21.00

0.22
(ﾊ ｯ゙ｸﾎｳｸﾚｰﾝ

機能付 2.9ｔ吊)

0.42(25ｔ吊)

0.26
(ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ
 25ｔ吊)

0.33
(ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ
 25ｔ吊)

45.00

53.00

60.00

66.00

74.00

87.00

98.00

108.00

H=500

H=800

5 5
5 5

6
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